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ネットコア通信 

 第108号 発行日：令和8年9月１日 

 株式会社ネットコアは、2026年3月18日に創立30

周年を迎えることができました。これもひとえに、お客

様、お取引先様の温かいご支援

とご愛顧の賜物であり、心より

感謝申し上げます。  

 30年という節目を記念し、7

月25日、ホテル東日本宇都宮に

て記念行事を執り行いました。

前半は社員を中心とした式典、

後半はお客様やお取引先様をお

迎えしてのパーティーという二

部構成でした。これまでの30年

間、お世話になった多くの方々に

感謝をお伝えする良い機会となりました。 

 前半の式典では、社員や関係者への感謝を込めて様々

な表彰を行いました。弊社の大澤現会長との共同創業者

である宮崎さきお氏への感謝状

贈呈をはじめ、永年勤続表彰、

そして社内で公募した30周年

記念品のデザイン画の表彰で

す。宮崎氏は、いわばネットコ

アの“レジェンド”ともいうべ

き存在です。平成29年の定年

退職後も、つい最近までパート

ナーとしてご尽力いただいてい

ました。また、最も社歴が長い

社員は26年、それ以外にも20年

以上勤続の社員が4名在籍してい

ます。「継続は力なり」と言いますが、まさに弊社の歴

史の中で光となり影となり支えてくれた功労者の存在

は、かけがえのない財産です。改めてそのありがたさを

感じました。 

 そして後半は、お客様やお取

引先様をお招きしてのパー

ティーを行いました。弊社創業

者である大澤会長の挨拶に続

き、創業当初から現在に至るま

でお世話になっている株式会社

TKCの名誉会長、飯塚真玄様よ

りご祝辞をいただきました。大

澤会長が『職親』であるTKCを

辞して弊社を立ち上げ、30周年

を迎えることができたことへの祝福

のお言葉とともに、これからさらな

る歩みを続けていくようにと温かな

エールをいただきました。お話の中

で、株式会社TKCは今年60周年を迎

えるとのことでした。弊社にとって

は大先輩であり、これからも目標と

し続けたい存在です。 

 続いて栃木県議会議員、横松盛人

様より激励と乾杯のご発声をいただ

き、歓談へ。その後これまでの歴史を振り返る写真のス

ライドショーを上映しました。懐かしいメンバーもあち

こちに見られ、30年の歳月を感じられる時間となりま

した。これまで撮りためてきた写真の中には、社内イベ

ントに参加する子供たちが成長し

ていく様子も見て取ることがで

き、感慨深いものがありました。

続いて、アトラクションとしてフ

ルート・バイオリン・エレクトー

ンによるライブ演奏を楽しみ、最

後に集合写真を撮影し盛会のうち

に終えることができました。 

 今回の記念行事を通して、お客

様とお取引先様、そしてすべての従業員と一歩一歩積み

重ねてきた時間、その上に今があるのだということを改

めて実感することができました。 

 この30周年を将来に向けての通過点とし、社員一

同、気持ちを新たに皆様のご期待に添えますよう一層の

努力を重ねてまいる所存です。今後とも、なお一層のご

指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。  

代表取締役 
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セキュリティ対策が必要なのは大企業だけじゃない？ 

今、知っておきたい！ 

 「SCS評価制度」 
「セキュリティ対策って、大企業がやるものでしょ?」 

そう思っている方も多いかもしれません。しかし最近は、 

大企業そのものではなく、その取引先や委託先を狙う 

サイバー攻撃が問題になっています。 

なぜ取引先が狙われるの？ 

大企業はセキュリティ対策を強化しています。 

そこで攻撃者は、対策が手薄になりがちな会社に侵入し、そこを足がかりにして取

引先である大企業を狙うことがあります。 

「うちは大企業じゃないから狙われない」と思われる方も多いかもしれません。 

しかし、もし自社が攻撃の足がかりになってしまえば、自社だけでなく、お客様や

取引先にまで被害が広がる可能性があります。  

そこで始まるのが「SCS評価制度」！ 

国が制度の整備を進めているのが、「サプライチェーン強化に向けたセキュリティ対策

評価制度(SCS評価制度)」です。 

現時点で、SCS評価の取得が一律に義務付けられているわけではありませんが、今

後は企業間取引において、セキュリティ対策の確認を行う際の共通の目安として活用

されることが期待されています。 

攻撃者 取引先の会社 本来の狙いの会社 

（足がかり） 

SCS評価制度とは？ 

「この会社は、どのくらいセキュリティ対策ができています

か?」ということを、一定の基準で分かりやすくするための

仕組みです。 
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の中の人紹介  
「ＩＴエンジニアってＰＣのことなんでもわかる理系の人なんでしょ、よくわからないけど。」私

も入社するまでそう思っていました。ネットコアの中の人はこんな人たち。今回は6年目のこの方。 

システム技術部 矢野ひなの 

Ｑ：この5年間で仕事の取組み方に何か変化はありましたか  

Ａ ： 入社当初は、分からないことがあると一人で悩み続け

てしまうこともありました。経験を重ねる中で、ある程度調べ

ても解決しないときは、一人で抱え込まずに周りへ相談する

ことを意識するようになりました。早めに相談することで、よ

りスムーズに仕事を進められることを実感しています。  

Q : 仕事を通じて自分の成長を感じることはありますか  

Ｑ：仕事以外の趣味や生活で、何か変化

はありましたか  

Ａ ： 趣味は昔から変わらずゲームです。休

日は好きなゲームを楽しんでリフレッシュし

ています。以前と比べて大きな変化はあり

ませんが、仕事とのメリハリを意識しなが

ら、自分のペースで楽しむようにしていま

す。  

Q : 仕事中にリフレッシュしたい時は

どうしますか 

Ａ ： デスクワークが中心なので、肩や首

を軽く動かしたり、お茶を飲んで少し気分

転換をしたりしています。ほんの数分でも

リフレッシュすると気持ちが切り替わるの

で、集中したいときは意識して取り入れて

います。  

Ａ ： 経験を重ねる中で、以前よりも調査の進め方や確認すべ

きポイントが分かるようになり、初めての作業でも落ち着いて

取り組める場面が増えました。まだ学ぶことは多いですが、経

験したことを次の仕事に生かしながら、少しずつできることが 

増えていると感じています。  

SCS評価を見据えて「今からできること」  

ウイルス感染や不正

アクセスのリスクを減

らすため、ネットワー

クの入口対策 や、セ

キュリティソフトの導

入を行います。  

会 計・給 与・販売管 理

などの基幹システム

に、セキュリティ対策

や適切なアクセス管理

が行われている、信頼

できるシステムを選ぶ

ことが重要です。  

社内のセキュリティ

ルールを決める 
パソコンを守る 

 

安全な基幹システム

を選ぶ 

パスワードの管理方

法やデータのバック

アップ、不審なメール

への対応など、基本

的なルールを社内で

決めることが大切で

す。  

ネットコアなら！ 

UTM、パソコン向けセキュリティソフト、奉行シリーズ

などの各種業務システムについて、お客様の環境に合

わせた最適なご提案を行っています。 

 
不安や疑問がありま

したらお気軽にご相

談ください！ 

カスタマーサービス課 地齋 

UTM：ネットワークの入り口を、ウイルスや不正アクセスから守る機械  
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30周年記念式典では、会社の30年の歴史を感じられまし

た。「歴史」というと今の自分と切り離した「客観的に認識

する事実」というイメージになりがちですが、今回、津田左

右吉氏の『歴史とは何か』の文言が血肉をもって私の感覚に

納まったようでした。「知られない歴史を刻々に作つてゆ

き、知られない歴史を刻々に知られる歴史に転化させてゆ

く」生活を今まさに生きているという実感。氏の言う、知ろ

うとする歴史を知り得るだけの「人」であることができてい

るか、と今の私は未来から厳しく問われ続けているのです。 

編 集 後 記 

今月号の内容 

■30周年の感謝を込めて… 

■セキュリティ対策が必要なのは大企業だけじゃない？  

  今、知っておきたい！「SCS評価制度」 カスタマーサービス課 

■ネットコアの中の人 

■30周年 記念式典・パーティーの様子 


